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職員定数の決定

選挙区の決定
大虫学 研究所等での

さ学術研究資料

調 過3
薗翻医璽

雇用，交通。住宅対策

院耳臨司二欝
過密過源対能地織計画

皆さんのご協力を
10月18は金闘いっせいに園野悶査が実絡され
ます.

国勢調査は.統計t去に基づいて行われる闘の震もa喜
志的な錠計嗣査で、全国都道府県、市区町村の人口や

世俗数、年齢別などの人口調陣成.縁故族やその他のi栓

絡の構肢を明らかにして.国はもちろん都道府県や市

区町村の地縁社会に直結する行設に役立つ基本的は箆

科を得るために行われるものです.

最近、過¥!1・過疎開11.人口元監齢化や敏家後化に伴

う社会福祉対策などが輸議されており.人口や世織に

関するきめ細かい統計の必要性が商~・9ています.

ζのため、 今回の鋼笠では鵠査結果の早期利用ゃ11t

格統計の充実を図るζととしています.

調査には.1人もれな〈紀入されますよっ皆さんの

ごlIiカをお願いします.

1人もれなく
、、一一一、.........、・、内-.."-'''，.'、切、~九，.......".....-

国 勢調査
叫ん _....'....'.e叫ん叫ん....'."...................，....，........一川町内内
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秋の全国交通安全運動

交通事故を追放しましょ

1 0月1日

事
故
は
減
少
し
た
と
叫
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に
新
聞

紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
死
者
が
二
人
増
加
し

て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
「
減

少
し
た
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
先
も
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
控
え
、
ま
す
ま
す
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
乙
で
本
年
も
九
月
二
十
二
日

か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
十
日
間
に

渡
り
、
秋
め
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
の
犠
牲
者
と
な
っ
て

不
幸
の
ど
ん
底
に
落
ち
る
前
に
、

も
う
一
度
交
通
安
全
と
い
う
乙
と

を
み
つ
め
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
ま
た
道
わ
せ
な
い
よ
う
一
人

一
人
が
注
意
し
あ
っ
て
、
交
通
事

故
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

O
今
回
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
事

故
防
止
。
特
に
子
供
と
老
人
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
。

-
歩
行
者
は
、
横
断
歩
行
道
外
や

車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
道
路

へ
の
飛
び
出
し
は
や
め
ま
し
ょ

・つ。
-
自
転
車
利
用
者
は
、
体
に
あ
っ

た
自
転
車
で
、
点
検
整
備
を
念

入
り
に
し
て
安
全
な
乗
り
方
を

し
ま
し
ょ
う
。

-
車
か
ら
歩
行
者
.
自
転
車
利
用

者
を
み
た
ら
通
り
す
ぎ
る
ま
で

は
目
を
離
さ
ず
徐
行
し
て
通
り

ま
し
ょ
う
。

②
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を

防
止
す
る
0

・
「
三
な
い
運
動
」
を
徹
底
し
ま

・しょ・つ。

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
補
助

「
l
J

・

9
月

初

日

i
叩

月

M
白

川

里

、

可Z-

主日

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
を
増
団
体
な
ど
で
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
…
整
は
明

~
進
す
る
た
め
一
体
育
の
日
」
を
中
を
実
施
さ
れ
る
場
合
、
計
画
書
…
界
記
証

…
心
と
し
て
「
大
村
市
民
ス
ポ
ー
ツ
を
提
出
し
検
討
の
う
え
補
助
金
一
町
登
の

~
月
間
」
を
実
施
し
ま
す
。
を
交
付
す
る
予
定
で
す

o
c
i
更

長

川
期
間
九
月
二
十
五
日

t

提

出

期

限

十

月

六

日

…

M

変

市

十

月

一

干

四

日

提

出

先

市

体

育

課

~

1

所

川
要
領
町
内
会
、
公
民
館
職
場
※
詳
し
く
は
市
体
育
課
へ
o

v

〔
住

。

9月 22日

町
名
町
界
整

理
後
の
住
所
変

更
登
記
の
際
は

市
長
証
明
書
を

ど
請
求
下
さ
い

町
名
町
界
整

理
を
実
施
し
た

竹
松
地
区
に
、

土
地
、
建
物
な

ど
を
所
有
さ
れ

る
人
が
住
所

耳
と
言
葉
の
相
談
日

毎
月
第

3
土

曜

日

午

後

1
I
4
時

福

祉

ω
「
酒
を
の
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を

運
転
し
な
い
」

ω
「
車
を
運
転
す
る
前
に
は
絶
対

に
酒
は
の
ま
な
い
」

凶
「
車
を
運
転
す
る
人
に
は
絶
対

に
酒
を
の
ま
せ
な
い
」

③
運
転
者
な
ど
を
保
護
す
る
た
め

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
推
進
す
る
。

-
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
大
き

な
事
故
を
小
さ
く
す
る
た
め
、

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

大村市内の

交通事故発生状況

川 4lJ
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50年

年a
“--

(
町
名
)
の
変
更
登
記
の
申
請
を

さ
れ
る
場
合
に
は
‘
市
長
の
証
明

書
を
添
付
し
て
さ
れ
ま
す
と
、
登

録
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

証
明
書
用
紙
、
申
請
用
紙
な
ど

市
の
総
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

請
求
下
さ
い
。
〔
土
地
、
建
物
な

ど
の
売
買
、
抵
当
権
の
設
定
な
ど

を
す
る
場
合
に
、
住
所
(
町
名
)

の
変
更
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す〕

セ

ン

タ

水

道

だ

よ

り

メ
ー
タ
ー
器
を
よ
く
管
理
し
て
下
さ
い

メ
ー
タ
ー
器
は
水
道
料
金
の
土
な
ど
は
か
ぶ
せ
ま
せ
ん
。

も
と
に
な
る
使
用
水
量
を
は
か

O
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
泥

る
も
の
で
す
。
良
く
管
理
し
ま
が
入
ら
な
い
よ
う
し
ま
す
。

し
よ
う

o

O

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
泥

O
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
捨
て
て
お
き
ま
す
。

お

め

で

と

少

年

柔

剣

道

練

成

大

会

少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
中
二
守
川
和
美
(
玖
島
)

防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
大
村
市
中
三
朝
長
克
也
(
郡
)

連
合
防
犯
協
会
、
大
村
市
、
大
村
準
優
勝
中
一
金
井
信
也

警
察
署
共
催
の
第
十
六
回
大
村
市
(
郡
)
中
二
松
尾
康
史
(
西

少
年
柔
剣
道
練
成
大
会
は
八
月
二

'

大
村
)
中
三
田
中
強
(
西

十
四
日
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
大
村
〉

参
加
者
六
百
五
十
人
に
及
び
盛
会

三
位
中
一
野
添
智
昭
(
郡
)

に
終
り
ま
し
た
。

中
ニ
畑
上
純
雄
(
西
大
村
)

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

中
三
葉
山
耕
三
(
郡
)

柔
道
の
部
(
個
人
)

優
勝
中
一
大
島
利
浩
(
西
大
村
)
柔
道
の
部
(
団
体
)

(
小
学
)
優
勝
福
重

準

優

勝

久

原

三

位

玖

島

(
中
学
)
優
勝
西
大
村
中
A

準
優
勝
玖
島
中
B

三
位

郡
中
B

剣
道
の
部
(
団
体
)

(
小
学
〉
優
勝
天
真
A

準
優
勝
竹
松
A

三
位

・
池

田
A

立
心
館

(
中
学
)
優
勝
竹
松

準
優
勝
中
央
A

三
位

訪

天

真

優

勝

力
強
く
宣
誓
を
す
る
藤
戸
君

つ

諏
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。
急

{ま

ど

j威

り

す

「
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
」

環

境

美

化

市

民

大

会

終

る

も
り
あ
が

っ
た
市
民
大
清
掃

八
月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
設
け

ら
れ
た
大
村
市
の
環
境
美
化
旬
聞

に
は
数
多
く
の
市
民
が
「
自
分
た

ち
の
町
や
遊
菌
地
な
ど
は
私
た
ち

み
ん
な
で
美
し
く
し
よ
う
」
と
暑

い
中
に
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
が
ん

張
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
運
動
を
提
唱
し
た
大
村
市

衛
生
組
織
連
合
会

白
大
村
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
で
も
、
予
想
外
に

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
多
か

っ
た

乙
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

市

民

大

会

々

場

市
民
大
会
も
開
催

八
月
二
十
八
日
に
、

市
民
会
館

で
環
境
美
化
市
民
大
会
が
聞
か
れ

市
民
大
清
掃
の
結
果
報
告
、
永
年

に
わ
た
っ
て
環
境
美
化
推
進
に
功

労
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人
の
表
彰

更
に
大
会
決
議
の
採
択
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す

「
か
な
り
美
し
く
な
っ
た
」
と
は

い
う
も
の
の
、
一
歩
裏
通
り
に
踏

み
込
む
と
、
ま
だ
ま
だ
相
当
の
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

空
き
地
の
地
主
さ
ん
た
ち
も
自

分
で
刈
り
取
ら
れ
た
人
々
も
あ
り

ま
す
が
、
中
に
は
知
ら
ぬ
ふ
り
の

人
も
あ
り
ま
す
。

町
内
の
み
な
さ
ん
で
、
乙
の
よ

う
な
地
主
さ
ん
に
は
、

協
力
方
を

呼
び
か
け
て
、

刈
り
取
っ

て
も
ら

う
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う。

大
会
決
議

一
市
民
の
環
境
美
化
意
識
の
高
揚 燃

料

増

す

危

に
つ
と
め
、
自
発
的
な
実
践
活

動
の
定
着
化
を
は
か
る

一
環
境
問
題
に
対
す
る
行
政
の
積

極
的
な
姿
勢
と
強
力
な
対
策
を

要
望
す
る

一
遊
休
地
の
土
地
所
有
者
に
対
し

て
は
管
理
の
徹
底
を
強
く
要
望

す
る
。

環
境
美
化
功
労
者
被
表
彰
者
名

ム
前
舟
津
老
人
会

(会

長

与

崎

甫
さ
ん
)

ム
竹
松
本
町
松
竹
会
婦
人
部

(代

表
者
森
モ
リ
さ
ん
)

ム
吉
川
辰
巳
さ
ん
(
沖
田
郷
八
十

二
歳
)

ム
池
田
公
民
館
(
館
長
酒
井
茂

さ
ん
)

ム
長
崎
県
立
ろ
う
学
校
(
中
学
部

高
校
部
生
徒
会
)

ム
鈴
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
第

一
親

老
会大村市の人口は?

市
は
国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
る
の
を
機

会
に
十
月

一
日
現
在

の
大
村
市
の
人
口
を

予
想
す
る
懸
賞
募
集

を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在

住
者
な
ら
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

ホ
募
要
領

官
製
ハ 険

(
会
長

富
崎
八
重
光
さ
ん
〉

ム
竹
松
地
区
老
人
会
連
合
会

(
代
表
者

徳
村
征
こ
さ
ん
)

ム
下
杭
出
津
町
内
会
(
会
長
田

中
文
夫
さ
ん
)

環
境
美
化
推
進
事
業
参
加
状
況

(八
月
二
十
七
日
現
在
報
告
集

約
分
)

ム
八
十
町
内

二
ハ
、
七
四
三
人

ム
消
防
団

六
八
一
人

ム
海
岸
清
掃
団
体

て

六

O
O人

〈
仏
大
村
航
空
隊

二
五
O
人

ム
竹
松
駐
と
ん
地

二
六
五
人

ム
大
村
駐
と
ん
地

て

四
八

O
人

ム
大
村
発
電
所

一
三

O
人

ム
大
村
市
農
協

二
三
七
人

ム
空
港
線
作
業
団
体

三

O
O
人

ム
事
業
所
な
ど

三
三
五
人

計

二
二
、

O
二
一
人

ガ
キ
に
答
を
一

つ
書
き
本
人
の

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業
を

明
記
す
る
こ
と
。
乙
の
場
合
答

と
な
る
数
字
の
訂
正
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

送
り
先

玖
島
郷
二
五

大
村
市
役
所
国
勢
調
査
懸
賞
募

集
係

締

切

十

月
五
日

(当
日
消
印
有

効
)

:
山

人

人

人

1

・

~
募

小

¥

札

比

比

?

~
栓
貝

…
送
付
先

長
崎
市
江

υ
日
軒

目
町
川
町

日
懸

い
戸
町
一

丁

三

α
日

調

白

人

人

At
.

-

勢

1
計

日
計

査

川

長

崎

県

総

務

部

統

県

月

国

月

推

月

推

調

ん

計
課
人
口
予

想

懸

崎

日

(

引

(

7

(

ニコ
即

日

|

年

年

年

年

一

勢

い

賞
募
集
係

長

叫

組

問

日

…

国

…

締

切

十
月
十
五
日

開

H

川
(
当
日
消
印
有
効
)

「
l

i

l

i
-

-

-

1

1

‘，
-et-
-、

.• 

=・F
，E
、ご
2
-
.

，E-
Z
J

、，f
二
F
-

，、.
2
2

・e，z
‘，r
‘.、，

発

表

十

二

月
末
ま
で
に
総
理
府

一i

l
i
l
i
-
-
11

統
計
局
で
公
表
さ
れ
る
人
口
概
配

数
に
的
中
な
い
し
最
も
近
い
も
矧

の
を
正
解
と
し
、

正

解

者

多

国

数
の
場
合
は
抽
せ
ん

と

し

ま

併

す。

口

賞

品

な

ら

び

に

賞

金

大

一
等

一
人

五

千
円
と
副
賞

和

二
等

二

人

三
千
円
と
副

賞

鮒

三
等

十
人

記

念

品

一

長

崎

県

の

ノ、

県
で
も
十
月

一
日
現
在
の
長

賞

崎
県
の
人
口
を
予
想
す
る
懸
賞

募
集
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

県
内
在
住
者

応
募
要
領

官
製
ハ
ガ
キ
一
枚

に
算
用
数
字
で

一
点
書
き
、

発
表

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

を
明
記
す
る
こ
と

一
人
何
点
で
も
結

構
で
す
。

口

は

9 

等

人

二
万
円

等

五
人

一
万
円

等

十
ノ¥

五
千
円

残
念
賞

二
十
人

国
勢
調
査

記
念
万
年
筆

十
一
月
中
旬
、
入
選
者
に

直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

口

人

56，182人

61，230人

59.498ノ¥

56，425人

56，538人

? 人

昭和25年

30年

35年

40年

45年

50年

ノ/

11 

/〆

/ノ
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幼
児

児
童
の

ー

一
円
こ
と
ば
の
教
室
』

大
村
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室

(
中
央
公
民
館
二
階
)
で
は
、
子

供
さ
ん
(
主
と
し
て
、
幼
児
、
児

童
)
の
こ
と
ば
の
問
題
で
悩
ん
で

お
ら
れ
る
両
親
の
た
め
に
、
教
育

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

相
談
を
受
け
る
対
象
に
な
る
の
は

①
発
音
の
異
常
な
子
(
た
と
え
ば

サ
カ
ナ
を
タ
カ
ナ
、
チ
ャ
カ
ナ 指

導
と
治
療
教
育
を

ス
イ
カ
を
ク
イ
カ
と
言
っ
た
り

し
て
正
し
く
発
音
で
き
な
い

子
)

②
声
の
異
常
な
子
(
声
の
調
子
が

く
ず
れ
て
聞
き
づ
ら
い
子
)

③
ど
も
り
の
子

①
み
つ
く
ち
、
口
が
い
裂
で
こ
と

ば
の
不
自
由
な
子
(
芦
が
鼻
に

か
か
っ
た
り
、
発
音
の
は
っ
き

り
し
な
い
子
)

薬

品

販

売

人

に

…

ご

注

憲

を

近
ご
ろ
市
内
の
住
宅
団
地
や
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

…
農
漁
村
集
落
地
域
に
衛
生
課

(ま

衛
生
課
の
職
員
が
各
家
庭
を
ま
…

…
た
は
局
)
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
、
わ
り
直
接
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
…

…

ト

イ

レ

用

と

し

て

乳

化

液

を

販

売

ま

せ

ん

。

…

…

し

て

い

る

人

が

い

ま

す

。

今

後

、

衛

生

課

の

名
を
か
た
り
…

従
来
市
衛
生
課
で
は
町
内
い
販
売
す
る
人
が
訪
問
し
た
場
合
は
…

…
っ
さ
い
の
清
掃
活
動
に
対
し
、
町
直
ち
に
、

市
衛
生
課
(
電
三

l
四

…

…
総
代
の
申
請
に
基
づ
い
て
薬
剤
配
一
一
一
〉
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

。
手

を

か

そ

う

ち

っ

ち

や

①
難
聴
の
た
め
に
こ
と
ば
に
異
常

の
あ
る
子

①
脳
性
マ
ヒ
で
乙
と
ば
の
不
自
由

な
子

⑦
こ
と
ば
の
発
達
の
お
く
れ
た
子

(
た
と
え
ば
、
四
歳
に
な
っ
て

も
片
言
し
か
話
せ
な
い
子
、
乙

と
ば
の
数
の
少
な
い
子
、
赤
ち

ゃ
ん
乙
と
ば
が
多
い
子
)

O
申
し
込
み
の
方
法

乙
と
ば
の
教
室
へ
直
接
電
話
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。電
③

l
一
三
七
八

こ
と
ば
の
教
室
で
の
指
導
料
、
相

談
料
は
無
料
で
す
。

※
こ
と
ば
の
教
室
と
は

わ
か
り
や
す
く
い
う
と

「
虫
歯

の
子
供
が
歯
医
者
に
通
う
よ
う
に

」
乙
と
ば
の
不
自
由
な
子
供
が
通

級
し
て
、

「
こ
と
ば
」
の
指
導
治

療
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、

両
親
が
教
育
相
談
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
る
特
別
に
設
け
ら

れ
た
教
室
で
す
。

原
爆
被
爆
の
方
に

お
知
ら
せ

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対

す
る
諸
手
当
が
十
月
一

日
か
ら
別
表
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
。

な

ど

も

と

お

年

寄

り

~ 

| 所得税額はる制限 | 
!本人・配遇者・扶養義務者の年 |
間所得税額 117，500円までの |
人 |

上記年間所得税額が | 
125，000円までの人 | 

上記年間所得税額が | 
117，500円までの人 | 

|杯 人・配遇者・扶養義務者の |
1 '~年間所得税額が
!当 117、500円までの人

手当の種別 | 支給金額 i 病気 の 種 類 | 
1 月額 24，000円 |原爆の傷害作用によるものと厚生大 |
I (現行15，000円)I臣の認定をうけた人(認定患者〉で、 i 
括 |現在もその負傷または疾病の状態に !月額 12.000円 1 -:7[，1I.'t) -'-VJ R10'JÇj:. I~ t "， 7̂ 1V; '0 1J\ J''''''V'-

;現行7，500円)1ある人 1 

I R 1A 10 rlrIrIm I厚生大臣の認定をうけた人で現在は |
月額川円 |その負傷計は疾病の状態付人 |1 (現行7，500円)1e固定した人1 1 

1健嘆管理手当 |月額 12，000円 [厚生省の定める疾病がある人 ! 
i 1Jtt'-'K S =T::::I i (現行7，500円)1!=F-=S VJ = 'u '<>i 7A1V; "，. 0<-> 'OJ /¥，. 

月額 14ι，000円 Il"Ff J-t--l--O::: _~~ ，~ f2:i' ."~ /I'¥ 113.t::E"/1r. 1=l=t 17"' 1-"7 I入院 8日以上
l [ 町 ，5初訓5印刊山0印i
医 療 手 当|百涌噸寸τ副印U叩0肩 |凶もの此と認綻定をれうけ枕た人Mで、現髄在も持f指旨 |スス冨百一干百R でず-

1-工芸tDJ~~()(坦2 1 定医療機関で治療をうけている場合 |主匿-坦え主 l
|月額 14，000円 l入・通院の日数によって支給宗れる |入・通院それぞ i
i (現行9，500円)1'- ，- ~ --~~" -- ---，--_.--Iれ1日以上

信i L~ 回以内で直接被i
R 1A C! rlrIrIm I &<1 ITR 爆した人 (特別-

i保健手当 [月額 川円 l 制限なし |健管手当との併給|
| |はできない

月額 23 ， 000円 1 ~_~___~~~~~~~z ~~ 1 介護日数 | 
I /ê現行18.000円 ) 1 原爆被爆者で厚生大臣が定める特定 1 "=~20 日以上 l 

l介護手当円竺の疾病一一軍二i C:mff13.500fIj)1の種類〉のため、医師が介護の必要 |
月額山00円lを認め、介護料を支払っている人 l介護日数 : (現行 9，000円)1c.. WI.;.¥V-' ， / 1 ~'l- I '-!../，-J-'-¥ - ""，.. .Q，I/， 1- i'o日未満

(新i I "'rbr A """.，.， I在宅で寝たきりの被爆者で家族介護 I.....， rro >_. I vノ i月額 ι000円 l !制限なし |豪議介護手当 I/.J>.J.J"( ~'VVVI ，J jをうけている人 I "，-， ，-'" ."， '-/ I 

交通事故・けん i
料 i月額 33，000円 !被爆者が死亡した場合 lかなどで死亡し !

た場合は除く } 

円相

官

支 給 条 件

内の当手

制

じ

じ

し

じ

じ

同

同

な

同

同

1，( .-

iこ

l乙

限

l乙

上

上

上

上

認定被爆者

し制限な

特別手当

祭葬
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。
と

か

だ

す

な

お

し

ら

せ

注
射
と
検
診

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

宇
数
料
登
録
〈
五
十
年
度
末
済

分
)
一
頭
三
百
円

注

射

一

頭

四

百

円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輸
に
必
ず
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

あ

の

み

ち

そ
の

み

ち

こ

う

さ

て

ん

ょ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
は
左
表
の
と
お
り
。

狂
犬
病
予
防
法
第
四
条

「
登
録
」

犬
の
所
有
者
は
毎
年
一
回
登
録

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

狂
犬
病
予
防
浅
第
五
条

「
予
防
注
射
」

犬
の
所
有
者
は
六
カ
月
ご
と
に

そ
の
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

園
犬
の
避
妊
を

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

間
中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
o

vオ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
三
千

円
(
飼
い
主
二
千
五
百
円
負
担
〉

V
メ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
六
千

円
(
飼
い
主
五
千
円
負
担
)

※
希
望
者
は
、
印
鑑
持
参
の
上
予

防
接
種
会
場
で
申
込
み
下
さ
い
。

圃
妊
婦
教
室

時
間
午
後
一
時
か
ら

場

所

市

役
所
健
康
相
談
室

内 容

10月1日10知っておきたい母と子のための制度
(第1回):0妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

10且 8 日 I ~離安由産実の習BFた)2め1にん(補助動作、妊婦体操
(第2回) の入浴のさせ方)

10月15日Ig家庭の幸せのため峨族計画〉
〈第3回)10旺娠中の栄養のとh方(貧血食の実習〉

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種

該

当

者

三
歳
以
上
の
人
で
接
種

を
希
望
す
る
人

接
種
回
数
二
回

料

金

無

料

注
意

鶏
卵
に
対
す
る
特
異
体
質

，
者
、
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
糖
尿
病
、
か
っ
け
、
胸

腺
り
ん
ぱ
体
質
の
疑
い
の
あ
る

人
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
し
な

い
方
が
よ
い
と
認
め
た
人
は
予

防
接
種
を
受
け
な
い
で
下
さ
い

※
日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

妊
娠
中
の
人
及
び
家
族
計
画
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
人
は
「
妊
婦

相
談
」
を
、
お
子
さ
ん
の
育
児
に

つ
い
て
は
「
乳
幼
児
相
談

一
を、

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

月日〈曜)1実施場所 |実施時間

10月(水1)日1*巾 役 所 110:00-1

今村公民 館 110:30-11: 00 
10月 2日

溝陸公民館 11:15-11:30 
(木) 三 浦 出張所 13:30-14:00 
農協西部営業所 14:30-15:0i 
平小)1¥(倉田宅前 10:00-10:30 

10月 3日
鈴田出張所 11:00 11:30 

(金〉 岩松駅前 13:00-14:00 
大多武婦人ホーム14:30-15:00 

10月(月6)日1中地住民区センター 110:00-15:00 

10月 7日 福 重出張所 10:30-11:30 

(火)
富ノ原公民館 13:00-14:00 

植松公民館 14:30-15:00

10月 8日 諏 訪公民 館 10:00-11:30 

(水)
池田公民館 13:30-14:20 

徴神堂前広場 14:40-15:10 
野岳湖パス停 10:30-11:00 

10月 9日 東光寺公民館 11: 15-11: 30 
(木〉 松原出張所 13:00-14:00 
武留路公民館 14:30-15:00 

10月(月13)日I竹松出張所 ||10:00~15:00 

黒木ノfス終点 10:00-10:15 
黒木小学校下 10:30-11:00 

10月14日 久良原営林署 11:15-11:30 
萱瀬 出張所 13: 00-14 00 

(火〉
南川内(鶴本宅前)14:15-14:30 
萱瀬 小学 校 14:50-15:10 
農協 第一支所 15:20-16:00 

10(月水1)5日1大村保健所 110:00-15:00

インフルエンザ予防接種実施日程表

接種会場 11回目 12回目

市役所

東大村小 学校

黒木 小 学校
(火) I (火〉

古町公民館
10月1日10月8日

宮小路公民館
〈水〉 (水)

福重出張所

諏 訪公民 館 10月2日10月9日l
三浦幼 稚園 (木)

(木)
鈴田出張所

市立病院 110~月火1)4 日 1 10~月火2〉1臼
植松保育園

竹松本町公民館 110月bk15)
日
I

阻

|10
日【月且(水木
222)

3 
〕

日

萱描 出張所

市民会 館

1
10月(木16)日 日

松原公民館

※いずれも午後2時から3時30分まで

そ
の
他
、
健
康
に
つ
い
て
の
相
談

は

ご

般

健
康
相
談
」
を
ど
利
用

下
さ
い
。

※ 12時から13時までは休けいします。

月日 19時-11時113時-16時

10月間主唾量乞|妊 婦教室
旦旦J!LI_~_~ーに|一般健康相談
10月 881 11 11 I旺婦教室
10月15同 1/ /1 妊 婦教室

山明11lU_竺ーとート般健康相談
10月22副 11 11 

而扇詞つ-~-~ 1乳幼児相談

E
9
月
の
日
曜
当
番
医

一

部

変

更

九
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
九
月
の
日
曜
当
番
医
の
中
で

二
十
八
日
の
佐
藤
外
科
は
中
止
し

ま
す
。

-
胃
の
検
診
の
結
果

七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二
日

に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
胃
の
検

診
の
結
果
に
つ
い
て
、
九
月
十
三

日
ま
で
に
再
検
診
の
通
知
が
な
か

っ
た
人
の
所
見
は
『
異
常
な
し
』

で
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

募

集

圃
発
明
創
意
工
夫

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

資

格

県

下

在
住
者
に
限
る

応
募
締
切
日
九
月
三
十
日

賞
一
等
知
事
賞
及
び
副
賞

二
万
円
そ
の
他
賞
が
あ
り
ま
す

申
込
先
長
崎
市
文
教
町
二
番
五

号
長
崎
県
工
業
試
験
場
内

発
明
協
会
長
時
県
支
部

E

@

l
二
六
四
七

申
込
用
紙
希
望
の
人
は
二
十
円

切
手
同
封
の
上
申
込
ん
で
下
さ
い

※
詳
し
く
は
申
込
先
ま
た
は
市
商

工
観
光
課
へ
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i蕎

習

会

圏
中
国
語
会
話
教
室

日

時

十

月

三

日

l
十
二
月
五
日

ご寄付ありがとう

ございました一

社
会
福
祉
事
業

費

へ

金

封

ム
木
場
郷
の
辻

純
男
さ
ん
は

亡
二
女
か
お

る
さ
ん
の
忌

明
に

ム
駅
前
ア
パ
ー

ト
の
荒
木
雪

子
さ
ん
は
亡

園
子
供
の
成
長
を
考
え
る

家
庭
教
育
講
座

家
庭
教
育
に
関
す
る
映
画
を
見

て
講
師
の
指
導
を
う
け
、
家
庭
に

夫
琢
也
さ
ん
の
忌
明
に

ム
唱
和
通
り
の
戸
田
正
継
さ
ん

は
拾
得
金
の
還
付
金
を

ふ
原
口
町
の
後
藤
イ
ソ
さ
ん
は

亡
夫
清
一
さ
ん
の
忌
明
に

ム
郡
中
学
校
卒
業
同
窓
生

(
代

表
者
畑
田
憲

一
さ
ん
は
)
同

窓
会
の
剰
余
金
を

ム
二
ノ
郷
の
中
村
磯
吉
さ
ん
は

金
一
封
を

'
お
け
る
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
学
習
を
し
ま
す
。

日
時
十
月
一
日

t
二
十
九
日
、

毎
週
水
曜
日
、
午
前
九
時
三
十

分

t
十
一
時
三
十
分
。

場

所

中

央
公
民
館

対
象
小
学
生
の
子
供
を
も
つ
お

母
さ
ん

定

員

三

十

λ
(五
回
の
講
座
に

出
席
で
き
る
人
)

講

師

中

島

花

子
先
生

内
容
叩
・

1
家
庭
の
あ
り
方

叩
・

8
親

十
関
係
と
家
庭
環
境

日
・
日
子
供
を
伸
ば
す
し
か
り
方

四
・

mあ
い
さ
つ
と
し
つ
け

叩

-m過
保
護
と
子
供
の
自
立

受

講

料

無

料

申
込

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
九
月
二
十
五

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

申
込
先
中
央
公
民
館
「
家
庭
教

育
講
座

い
係

園
初
歩
の
写
真
教
室

初
心
者
を
対
象
に
撮
影
t

現
象

焼
付
の
全
て
を
自
分
で
す
る
こ
と

に
よ
り
写
真
へ
の
新
た
な
目
を
養

い
ま
す
。

日
時

九
月
二
十
九
日

i
十
二
月

， 
g 

八
日
、
毎
週
月
曜
日
、
午
後
七

時

I
九
時
十
回
・

場

所

中

央
公
民
館

対

象

一

般

成

人

定

員

三

十

人

受
講
料

無
料

(
教
材
費
負
担
)

講

師

中

島
泰
二
先
生

申
込
九
月
二
十
四
日
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
申
込
み
下
さ
い
。

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

申
込
先

久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館
「
初
歩
の
写
真
教

室
」
係
団
②
|
四
三
二
一

圏
中
学
生
の
進
路
指
導

i蕃

「
子
供
の
進
路
を
ど
う
考
え
る

か
」
と
い
う
乙
と
は
、
子
供
の
一

生
を
左
右
す
る
重
要
な
問
題
で
す

親
と
し
て
、
よ
き
理
解
者
協

力
者
と
し
て
子
供
の
進
路
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

日
時
十
月
六
日

l
二
十
七
日
、

毎
週
月
曜
日
、
午
後
一
時
三
十

分

t
三
時
三
十
分
、
四
回

場
所
中
央
公
民
館

対
象

中
常
生
の
保
護
者

定
員
三
十
人
(
四
回
出
席
で
き

る
人
)

受
講
料

無
料

講
師

玖
島
中
学
校
教
諭

池
田
泰
一品
目
先
生

萱
瀬
中
学
校
教
諭

池
田
和
弘
先
生

内
容m
-6
進
路
指
導
の
実
際

叩

-
U
進
路
指
導
と
追
跡
調
査

日
・
別
進
路
の
傾
向
と
推
移

m-m
進
路
の
選
択

申
込
九
月
三
十
日
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
先
中
央
公
民
館
「
中
学
生

の
進
路
指
導
講
座
」
係

座

圃
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ミ
ッ
ク
ス
大
会

日
時
九
月
二
十
八
日
(
日
)

午
前
九
時

場

所

市

民

体

育
館

種
目
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
(
ミ

ッ
ク
ス
)

試
合
方
法
当
日
抽
せ
ん
に
よ
り

男
女
の
組
合
せ
を
す
る

申
込
期
日
九
月
二
十
五
日

申

込

先

玖
島
郷
二
五

大
村
市
役
所
内

大
村
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

参
加
料
一
人
五
百
円

主
催

大
村
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
ー

日
時
圃
空
手
道
演
武
大
会

場
所

九
月
二
十
四
日

午
後
一
時
か
ら

市
民
体
育
館

国一

「
み
さ
か
え
の
園
」
の

毎
週
金
曜
白

看

護

婦

色

募

集

午

後
七
時

t
九
時

場

所

中

央
公
民
館

資
格
来
春
卒
業
を
含
む
四
十
五

対

象

成

人

歳
ま
で

の
健
康
な

入

社

会

貢

r

定

員

三

十

人

献
の
意
味
で
特
に
福
祉
に
意
欲

の

あ

る

人

受

講

料

無
料

講

師

昨

年

九

月
、
四
十
九
年
ぶ

募
集
人
員

十

人
i

y

り
中
国
か
ら
帰
郷
さ
れ
た
村
部

応
募
手
続

」履
歴
書
(写
真
添
付
)

和
義
先
生
ど
夫
妻

身
上
書
各
一
部
を
当
国
入
事
係

か
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
申
込
九
月
二
十
五
日
ま
で
に
往

一へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

、

、
復
は
が
・き
に
住
所
、
氏
名
、
生

※
い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
年
月
H

職
業
電
話
番
号
を
記

詳
し
く
は
北
高
来
郡
小
長
井
町
入
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

重
症
心
身
障
害
児
施
設
み

忌

か

多

数

の

場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

え
の
園

人
事
係
(
皿
一二
一
一
一
)

申
込
先
中
央
公
民
館
「
中
国
語

へ

会
話
教
室
」
係

催

し

も

の

国
日
本
犬
保
存
会

長
崎
支
部
展

そ
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

多
数
ご
来
場
下
さ
い

目

時

十

月

十

日

午
前
九
時
三
十
分

場
所
大
村
市
競
艇
場
駐
車
場

出
陳
希
望
者
は
、
九
月
二
十
日

ま
で
に
日
興
ペ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

(松
並
町

血

③

i
一
O
八
六
)
へ

申
込
み
下
・
3
い
川

お

わ
の

他
び

市
政
だ
よ
り
九
月
一
日
号
に
掲

載
し
た
「
フ
ェ
ニ

l
ル
ケ
ト
ン
尿

症
の
検
査
」
の
中
で
検
査
日
時
、

毎
月
第
一
・
二
・
三
水
曜
日
は

「
火
曜
日
L

の
誤
り
で
し
た
の
で
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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